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はじめに 

 

 皆さま方のご協力によりまして、令和元年度の事業を無事終了し所報をお届けできる

ことを心より感謝申し上げます。 

 様々な事業を展開しましたのでご報告いたします。 

ひきこもり対策については、ひきこもり専門支援センターを開所してから 4 年経過し相

談件数が高止まりの状態です。家族教室を開催し、県外から講師を招いて対応方法の

研修会を開きました。またケース検討会を開催するなど、地域での啓発活動及び支援者

を支える活動を行いました。県民の関心も高く 11 月の精神保健福祉普及大会のメイン

テーマも「ひきこもりと現代」でした。 

依存症関係では、依存症ショートケア（アルコールと薬物）を継続しています。作業療

法と SMARRP を用いた認知行動療法を組み合わせて行いました。スタッフも回を重ねる

につれてスキルアップしており県内関係機関に広めていきたいと思っておりましたがなか

なか思うように進んでいません。来年度の課題です。そのような中でギャンブル依存に特

化したプログラムをスタートさせました。アディクションフォーラムは 1000 人規模の大きな

会場で実施することが出来ました。 

DPAT（災害派遣精神医療チーム）体制整備事業は、国立・県立・民間精神科病院

の協力を得て着実に進んできました。また DMAT との協力関係も出来て、DPAT 研修会

では DMAT 統括者にも講義をお願いしました。 

それ以外の事業では、自殺対策、自死遺族支援、精神科救急医療情報センター、地

域移行・地域定着支援などの事業を継続展開しています。もちろん常時電話相談や来

所相談に対応しております。また、退院請求、処遇改善請求、自立支援医療、精神障

害者保健福祉手帳認定等の法定業務も行っています。特に自立支援医療判定件数は

年々増加し、年間 4 万件を超えている状況です。 

 以上の他にも様々な事業・業務を実施しましたので本所報の各ページをご覧下さい。 

 令和 2 年度も関係者の皆様のご協力をいただき、県民の精神的な健康が保てますよう

職員一同頑張ります。どうぞよろしくお願い致します。 

 

 令和 2 年 10 月 

所長  宮川 治 
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